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 従来,胃.と 十二指 腸の運動には関連がなく,十 二指腸は独自のリ ズムで運動するとの見解が定
 説となってい る。 著者は, 胃と十二指腸の間に関連がみ られるかどう か, どの程度 の頻度でみら
 れるか,また十二指 腸の どの部位まで関連するか, さ らに,関連のあるものとないものとで,胃




 15晦前後の雑種成犬56頭を用い,24時間絶食させた後, thiopental sodium 25
 ㎎卿 の静脈麻酔を行ない,人工呼吸器による調節呼吸下に開腹 した。 実験は,つ ぎの3群にわ
 けて行なった。 第1群 (24例);胃と十二指腸運動との間に関連があるかどうかをみる目的で,
 無処置例 を対照と し,幽門部 の運動機能を亢進させる目的で幽門洞部と 胃体部の境界付近 で胃横
 切離 を行な い,さ らに,胃横切離後に運動機 能を抑制させる目的で迷走神 経切 離を加えたも の。
 第2群 (1 7例); 十二指腸のどの部位まで関連がみ られるカ∋を究明する目的で,第1群よりさ ら
 に十二指腸の遠位まで電極を装着 し,第1群 と同じ操作を行 なったもの。 第3群(1 5例);迷走
 神経切離の影響をみる目的で,無処置例を対照 とし,迷走神経切離のみを行なったもの。 電極は,
 双極針電極を用 い,第1群 では幽門 輪部より3α"口側の幽門洞 部に1コ,1㎝口側の幽門管部 に
 1コ・1㎝1肛門側の十二指腸に1コ,計3コを装着 した。 第2群および第3群では,第1群 に加
 えて幽門輪部より2α躍,3伽肛門 側の十二指腸に1 コずつ計5コを装着 した。 迷走神 経切 離 は,
 左第8肋間で開胸 し,迷走神経幹切 離を行なった。 ・
亜
研究結果
 第1群24例と 第2群1 7例の計41例を胃横切離群 とし, 第3群の15例 を迷走神 経切 離群
 として,それぞれの目的に応 じて分類,整理 した。
 A. 胃・十二指腸関連について 操作や頻度にかかわりなく56例を大別すると,胃・ 十二指
 腸関連例は20例 (3 5.7%),関連 しない例は36例 (6 4.3%) であった。 また,胃・十二
 指 腸関連例を各操作別 にみ ると,胃 横切 離群では対照 11 例,胃横切 離15例,胃横切 離後迷走
 神経切離1 2例,迷 走神 経切 離群では対照5例,迷走神経切離2例と胃横切 離で増加 し,迷走神
 経切離ではやや減少する傾向 を示 した。 さらに関連例の20コの放電における関連放電頻度を操
 作別にみると,胃横切離群では対照4 8.5%,胃横切離8 3.0%,胃横切離後迷走神経切離




 門側3㎝までは関連することが判明 した。 また,各操作と関連距離 との関係は,対照 にく らべて
 胃横切 離で十二指腸の遠位側まで関連する傾向にあり, さらに迷走神経切 離を加え ても関連距離
 に著変は認められなかった。 つ ぎに,各操作別に幽門管部における関連放電頻度をみると,関連
 距離 が1,2, 3㎝ と遠位になるにつれて・胃横切 離群 の対照では,4 8・5・2 9・5 ア1 0・5%・
 胃横切離では,8 3.0,8 5.0,3 3、5%,胃横切離後迷走神経切離では,6 6、5,6 4、5,
 1 4.0%,迷走神経切 離群での対照では,6 0・0・5 2・5,0%,迷走神経切離で は,5 5・0,
 o,o%となり,遠位ほ ど幽門管部の関連放電頻度は減少する傾向を示した。
 G. 幽門部における関連放電と関連 しない放電の差異について ;放電間隔 は,関連放電では胃
 横切離群の対照,胃横切 離,胃横切離後迷走神経切離でそれぞれ,1 2.8,2 2.6,1 9.1秒,
 迷走神経切離群 の対照,迷走神経切離でそれぞれ,1 5.5,1 3.4秒であるのに対 して,関連 し
 ない放電では胃横切 離群でそれぞれ,1 1.8}2 0. 3,1 7・6秒,迷走神経切 離群ではそれぞれ
 1 3.9,1 3. 2秒 で,関連放電の放電間隔の方が延長する傾向を示 した。 伝播速度は,関連放電
 では胃横切離群 の対照,胃横切 離,胃 横切離後迷走神経切離でそれぞれ,2 7.5,3 7.3,
 2 2.8観/sec,迷走神経切離群の対照, 迷走神経切離でそれぞれ,2 4.0,1 9. 0徽/sec
 であった。 これに対しで, 関連 しない放電では胃横切離群でそれぞれ,1 7・7,2 6・4,2 0.8
 襯/sec, 迷走神経切 離群でそれぞれ,1 8.0,1 7.O観/sec で, 関連放電の方 が速 い傾向
 を示 した。 幽門部の逆嬬 動放電出現頻度は,関連例では胃横切離群の対照,胃横切 離,胃横切離
 後迷走神経切離でそれぞれ, 2.2,5 3.6,3 3.8%,迷走神経切離群の対照,迷走神経切離で
 はそれぞれ, 2.9,0%であったが, 関連 しな い例の胃横切 離群ではそれぞれ,1 8.6,5 7。1,
 4 1.1%,迷走神経切離群ではそれぞれ,1 3.3, 1.5%で,関連 しない例の方 が高 い傾向を示
 した。 また,関連放電中の正,逆蠕動放電頻度は,逆蠕動放電の方が低い傾向を示 した。 十二指
 腸 spike 放電の頻度は,関違例では胃横切 離群の対照,胃横切離,胃横切離猿迷走神経切離で
 それぞれ, 4.9, 4,0, 4.3コ/分,迷走神経切 離群の対照,迷走神 経切離でそれぞれ, 4.1,
 5.1コ/分であるのに対 し, 関連 しない例では胃横切離群でそれぞれ, 4・8, 9・9, 7・6コ/分・
 迷走神経切 離群でそれぞれ, 7.7, 6.5コ/分で,関連しない例の方が高 い傾向を示 した。
N
結 語
 胃・十二指腸運動の関連について,イヌ胃の筋電図を検討し,つぎの結果を得た。 i) 胃・十
 二指腸運動に関連のみ られるものがある。 2) 胃・十二指腸運動の関連例は,胃横切離で増加し ',
 迷走神経切離でやや減少する。 3) 胃横切離では十二指 腸の遠位まで関連する傾向にあり,迷走
 神経切離を加えても著変はみ られない。 また,幽門管部の関連放電頻度は,十二指腸の遠位ほど
 減少する。 4) 関連放電は,関連 しない放電にく らべ放電間隔は延長し,伝播速度は速い傾向を
 示す。 5) 関連例における幽門部の逆蠕動放電の出現頻度は,関連しない例よりも低く,また.,
 関連放電中の正,逆蠕動放電頻度は,逆蠕動放電の方が低い傾向を示す。 6) 味二指腸spike
 放電の出現頻度 は,関連例よりも 関連 しない例の方が高 い傾向を示す。
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4  審査結果の要旨
 従来,胃と 十二指 腸の運動 には関連がなく,十二指 腸は独 自のリズム で運動する との見解 が定 説とな
 って論り,胃と十二指腸の運動に関連がある との報告は,僅か にみ られるに過ぎない。 しか しこれ らの報
 告も胃と十二指 腸の 関連についての本格的な研究ではなく,単に関連あり とするだけのものが多い。 本論
 文ではイヌ胃について筋電計を用い,無処置例を対照と して 胃横切離により幽 門部 に運動機能 の克 進を
 起させ た場合,胃横切離後に迷走神経を切離 して運動機能 を抑制 した場合,また 胃横切離を行なわないで
 迷走神経切離のみ を行な つた場合の幽門部沿よび十二指 腸の活動電位を観察 し, 胃運動 と十二指腸運動と
 の間の関連について究明している。 電極は実験の目的に従って第1群 では幽門輪部より 3cm 口
 側の幽門洞部に1コ, 1 cm 口側の幽門管部に1コ, 1cm 肛門 側の十二指腸に1コと計3コを
 第2, 第3群では第1群に加えて幽門輪部より 2cm, 3cm 肛門側 の十二指 腸に1コ ず つ計 5
 コを装着した。 本研究で得 られた実験成績のうち主な ものをあげる と, 次の通りである。
 1) 胃と十二指腸運動に関連のみ られる ものがある。
 2) 胃と十二指腸運動の関連例は胃横切離で 増加 し, 迷走神経切離でやや減少する。
 3) 胃横切離では十二指腸の遠位ま で関連する傾向にあ り, 迷走 神経切離を加えても著変はみら
 れな い。 ま た, 幽門管部の関連放電頻度は十 二指腸の遠位ほど低くなる。
 4) 関連放電は関連 しない放電にく らべ, 放電間隔は延長 し, 伝播速度は速い傾向を示す。
 5) 関連例に壽ける幽門部の逆蠕動放電の出現頻度は関連 しない例より も低 く, また, 関連放電
 中の正, 逆蠕動放電頻度 は逆 蠕動放電の方が低い傾向を示す。
 6) 十二指腸 spike 放電の出現頻度は関連例よりも関連 しない例の方が高い傾向を示す。
 以上, 本研究は, 胃運動と十二指腸運動との間に関連するものがあり, これは胃横切離により
 胃運動が亢進 している 場合にみ られ易いこと, ま た, 関違例について十二指腸のどの部位まで関
 連するのか, さらに, 関連例と関連 しな い例とで胃の運動にどのような差異がみ られるかを幽門
 部の放電間隔や伝播速度な らびに逆蠕動放電出現頻度, 十二指腸における sp ike 出現頻度 につ
 いて筋電図 学的に詳細に検討 してお り, 胃と十二指腸運動の関連について極めて明快 に解明 した
 もので7 運動 生理 学上その 意義 は極めて大 きい もの と考え る。
 したがって本論文は学位を授一与する に値する ものと認め る。
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